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１．自己紹介＋組織紹介 



□ 氏名：中津 裕太郎(なかつ ゆうたろう) 

 

□ 所属：日本OSS推進フォーラム　鳥瞰図WG 
　　　関西の製造業 研究開発部門 
 

□業務経歴 
■ 通信機 組込みソフトウェア開発 
■ 組込みソフトウェアの開発プロセス改善 
■ IoTシステムの企画・開発 
■ セキュア・バイ・デザインの社内展開 

 

□ 参加するOSSコミュニティ 

■ 日本OSS推進フォーラム鳥瞰図WG 

 

□ 参加のきっかけ 

■ 所属企業でOSSの適切な利活用やOSSの文化・考え方を広めたい 

１.(１) 自己紹介 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１.(２) 日本OSS推進フォーラム 

設立経緯 

2003年
各国OSS推進組織と政府関係者の 
参画により「北東アジアOSS推進フォー
ラム」を創設 

2004年 
経済産業省をオブザーバーとして 
国内の情報システムユーザー、 
ベンダー、学識経験者等が参集し、
「日本OSS推進フォーラム」を設立。  

2014年
実務者を中心としたボトムアップ型の
組織化。オブザーバーとして、 
経済産業省が引き続き本フォーラムを
支援。

日本OSS推進フォーラム.<http://ossforum.jp/> ※一般会員：119社、正会員：８社、特別会員：7団体
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１.(３) 鳥瞰図WGの位置づけ 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１.(４) 鳥瞰図WGの活動 

OSS鳥瞰図、あるいは関連する技術動向を広く
集め、OSSを活用する人たちに情報を提供する 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OSS初心者を手助けするために複雑多岐に 
わたるOSSを、視覚的に俯瞰できるよう 
まとめたもの 

 活動

 OSS鳥瞰図とは



１.(５) 鳥瞰図の紹介（経産省, EU Commision） 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(1)「OSSの利活用及びそのセキュリティ 
　 　確保に向けた管理手法に関する事例集」 
　　（経済産業省,2021-04-21）  

(2)「An example of a Comprehensive  
　　Overview of Open Source Software:  
　　the Japanese Bird‘s-eye View」  
　　（European Commision,2023-06-26）  

<https://www.meti.go.jp/press/2021/04/20210421001/20210421001.html> 
<https://interoperable-europe.ec.europa.eu/collection/open-source-observatory-os
or/news/open-source-birds-eye-view>



１.(６) OSS鳥瞰図WG 体制 

会社名/団体名（順不同）   お名前（敬称略、順不同）   備考

東芝デジタルソリューションズ  栗田　雅芳   

住友電工  大釜　秀作　   

NEC  米嶋　大志   活動リーダ

OKIソフトウェア  森　正実   

NECソリューションイノベータ  中村　桂一  主査

NECソリューションイノベータ  佐藤　健二   

LibreOffice 日本語チーム  榎　真治   

TIS 溝口　則行  

IPA 羽鳥　健太郎  

アクティス  倉持　智  

サイオステクノロジー  佐々木　寛太  

個人  中津　裕太郎 個人参加

協力）　OSSセキュリティ技術の会，組込みシステム技術協会
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２．OSS鳥瞰図と登場背景 



□ 2012年5月 
■ IT Leadersで「OSS鳥瞰図」が公開される 

<http://it.impressbm.co.jp/articles/-/10007>  

２.(１) OSS鳥瞰図のはじまり 

「様々な分野毎に多岐にわたるOSSを俯瞰的に把握できるように」という意図
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□ OSSの進化は急ピッチで、新たなソフトウェアが次々に生まれている 

■ 日本OSS推進フォーラムのクラウド技術部会では、「OSS鳥瞰図」をリニューアルする作業を実施 

■ 2014年以降、毎年更新を続けている 

２.(２) OSS鳥瞰図は日本OSS推進フォーラムへ 

2017年のITLeadersでの記事 ※より 

 

• 何らかの情報システムを構築する際に有用なのが、オープンソースソフトウェア(OSS)であることは論を要しません。  

しかしOSSに長けたプロのエンジニアならともかく、あまり使ったことがない方々や企業には今なお敷居が高いのも事実。  

選択したOSS次第ではトラブル続きのシステムになる可能性 があるからです。

• OSSをプロモートする立場にある日本OSS推進フォーラムのクラウド技術部会では、  

　　　「OSSを活用するために参考となる分かりやすい資料を作ろう」  

と考えました。検討した結果、メンバーのほぼ全員が知っていたIT Leadersの『OSS鳥瞰図』を最新版にしようという  

ことになりました。IT Leaders編集部の許可を得て早速、クラウド技術部会として更新作業にとりかかりました。

※(IT Leaders 2017/2/15 OSS(オープンソース・ソフトウェア)  鳥瞰図2017年版【第1回】より抜粋) 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□ 基本方針 
■ OSS利用者が、システムにOSSを採用・導入する際の手引き となる情報を提供する。 

■ OSS鳥瞰図を最新版に更新し、OSSの選定をより安心感をもって、かつ短時間にできる よう手助けをする。 

■ OSSに関する先端技術情報、最新動向、日本国内事例等を広く集め、様々な形でOSSを活用する人たちに、 
プラスとなる情報を提供する。 

２.(３) OSS鳥瞰図の狙い 

安心 安全 安定

よく使われるOSS  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２.(４) OSS鳥瞰図の見方 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Githubリポジトリへのリンク 

手元のデバイスで御覧ください 



２.(５) OSS鳥瞰図の見方 

①
　　   『年』ごとの更新（『年度』ではない） 
　　 　(2017年以降) 
①

　　 　 クリエイティブ・コモンズ・ライセンス  
　　 　 CC BY-SA(表示—継承) 
　　 　　営利目的での二次利用も許可される

カテゴリ

サブカテゴリ

OSS 

カテゴリ＞サブカテゴリ＞OSS
例)データベース＞RDBMS>MySQL 

②

③

②

③
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２.(６) OSS鳥瞰図の使い方 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□ あなたの所属先で使用する場合 
■ OSS鳥瞰図はOSSを選ぶための出発点として利用できる 

● OSSが分類されているため、ゼロから候補を選択するよりも時間を削減できる 
● OSSの安全性について基本的なチェックのみですが確認されているため、 

比較的リスクの低いものを選択できる 

■ OSS鳥瞰図と手持ちのOSSリストと比較することで、見逃したOSSがないかを確認できる 

■ OSS 鳥瞰図を所属先向けにカスタマイズすることで、専用のOSSデータベースを作成できる 

（OSS鳥瞰図を基に、専用のOSSデータベースを作成・更新している事例もある） 

 

□ 個人で使用する場合 
■ なじみのない分野のソフトウェアを探す

■ 全体像を把握し、カテゴリを確認する

■ なじみのないカテゴリのソフトウェアを試す 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３．更新に関するアレコレ 

OSS鳥瞰図をWG活動内で更新するにあたっての基準や 
抱えている課題感について共有します。 



□ 既存OSS 
■ メンバで分担して各カテゴリの一斉見直し 

■ 二人体制でのダブルチェックのうえ、一致点に関しては取り入れを 
相違点を全体で議論し、取り入れを行っている 

 

□ 新規OSS 
■ 各カテゴリごとにメンバを割りあて、新規OSSを各自の手法でキャッチアップ 

 

 

□ 掲載の基準点 
■ GithubのStar数、Fork数を参照し、数値の高低に応じて取り入れを検討。 

■ Openhubの活発度指標やStackOverflowやQiitaの記事数、Googleトレンドの傾向も参照とする。 

■ 衰退傾向にあるかどうかは、直近1~2年のコミット状況をみて判断している。 

 

□ 基準は情報を数値化して機械的に掲載をしていない。人の目が入るのでノイズを 
コントロールすることができる。↔客観的でない可能性はある。 
 

 

３.(１) どのようにOSS鳥瞰図を更新しているか 

18Copyright 2024 Japan OSS Promotion Forum



３.(２) 更新に関して課題に感じていること 

□ 基準が曖昧になってしまう 
■ 仮想化、セキュリティ、DevOps領域など、enterprise領域で利用される分野のカテゴリはユーザー数・注目度が高い 

■ 一方でデスクトップ・組み込み系はユーザ数の偏りを感じられる。 

■ カテゴリ横断で一律の指標を設定することが出来ない。そのため、基準をクリアに示せない。 

 

□ キャッチアップするOSSが担当者の裁量により偏りが生じる 
■ 既存OSSに関して、どのカテゴリにも精通しているメンバがいるわけではないので、 

吟味冴えている/されていないカテゴリが生じてしまう。 

■ 新規OSSのキャッチアップについても同様で、どうしてもキャッチアップできる領域の差が生じてしまう。 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４． OSS鳥瞰図の変遷から見るOSSの潮流 

OSS鳥瞰図の改版が始まった2014年から最新の2023年までに 
OSS鳥瞰図がどのように変化していったかを見ることで、 
OSSの潮流を確認します 



４.(１) OSS鳥観図の変遷（2012～2014年） 

IT Leaders版 
(2012年) 

2014年度版 

世の中の出来事

2012年

4月 
 

6月 
 

10月

・Googleドライブサービス開始 
 
・スーパーコンピュータ「京」完成 
 
・山中伸弥教授 
　ノーベル生理学・医学賞受賞 

2013年

2月 
 

6月

・メルカリ創業 
 
・日本再興戦略で 
　アベノミクスを提示 

2014年

2月 
 
 
 

3月 
 

4月 
 

6月

・マウントゴックス 
　ビットコイン払戻停止 
・Slack 正式サービス開始 
 
・「アナと雪の女王」日本公開 
 
・noteサービスリリース 
 
・感情認識ロボットPepper発表 

OSS掲載数：239 

OSS掲載数：272(+33) 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４.(２) OSS鳥観図 2014年度版 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４.(３) OSS鳥観図 2014年度版　～主な変更点～ 

①仮想化を詳細化＆OSS追加 
※サーバ仮想化のみからストレージ仮想化 
　ネットワーク仮想化を追加

②クラウドサービスを 
　詳細化＆OSS追加 
　※ISO/IEC 17788によるカテゴリ分類

仮想化・クラウドの拡充
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４.(４) OSS鳥観図 2014年度版　～その他変更点と変化のポイント～ 

2014年の振り返りポイント

現在では一般的になったOSSが多数追加されている 

追加されたOSS  

24Copyright 2024 Japan OSS Promotion Forum



４.(５) OSS鳥観図の変遷（2015～2017年） 

2015年版 

2017年版 

世の中の出来事

2015年

4月 
 

8月 
 

10月

・アップル・ウォッチ発売 
 
・Windows10提供開始 
 
・AWS IoT, Amazon QuickSight 
　発表 

2016年

7月 
 
 
 

9月 
 

11月

・ソフトバンクグループが 
　英ARM Holdingsの買収を発表 
・Pokemon Goリリース 
 
・TikTokリリース 
 
・米大統領選挙で 
　ドナルド・トランプが当選 
・Microsoft Teams一般発表 

2017年

3月 
 

5月 
 

9月

・Nintendo Switchが発売 
 
・AlphaGo囲碁世界王者を破る 
 
・MicrosoftがOSI(Open Source
　Initiative)プレミアスポンサーへ 

OSS掲載数：292(+20) 

OSS掲載数：290(-2) 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４.(６) OSS鳥観図 2015年版 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４.(７) OSS鳥観図 2015年度版　～主な変更点～ 

①BigDataカテゴリ新設

①

③②

②クラウドサービスの整備 

CompaaS, DSaaS,NaaS,IDaaSなど拡充

③開発支援の更新 

サブカテゴリ追加 
「テストツール」  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４.(８) OSS鳥観図 2017年度版 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４.(９) OSS鳥観図 2017年版　～主な変更点～ 

BigDataカテゴリ更新 

ＡＩ関係の 
サブカテゴリ追加 
(機械学習、ディープラーニング)

29Copyright 2024 Japan OSS Promotion Forum



 
 
 
よくある削除理由
　・開発終了、EoLの宣言  
　・コミュニティが機能していない(サイトが閉鎖、開発が停滞、なども含む)  
　・商用ライセンスへの移行
　・別OSSへの移行(フォークされた)・吸収  

４.(10) 2015年～2017年版OSS～変化のポイント～ 

● 機械学習カテゴリ追加 (2017)
• Hivemall, Jubatus追加  

• MLlibはデータ分析から機械学習に  
カテゴリを変更 

 

● ディープラーニングカテゴリ  
追加(2017)
• OSSを追加 

Caffe,Chainer,CNTK,  
Deeplearning4j,DSSTNE,  
PredictionIO,TensorFlow,  
Theano,Torch7
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2015年～2017年の振り返りポイント

クラウド(仮想化)・ビッグデータ(分散処理)領域が注目 

①BigDataカテゴリ新設
②クラウドサービスカテゴリ 
　の整備・統合 

● OpenStack,CloudStack, 
CloudFoundryなどの整理 

 

● 2015年：Docker、 
2017年：Kubernetes 
を追加 

③世代交代によるOSS削除 

著名なものでも削除されることがある

● 2015：4件  
• Apache Oozie, Drools Fusion, Pentaho 

DI,Pentaho Reporting  

● 2017：15件  

• SpagoBI, Thetis, TUTOS、  
Apache CouchDB、 Zen Cart、  
Apache CloudStack、Bazaar, Apache 
Drill、Nessus、  
OpenDS, OpenSSO、  
Bazaar, FreeNAS, IPTraf, Zen Cart  



４.(11) OSS鳥観図の変遷（2018～2019年） 

2018年版 

2019年版 

世の中の出来事

2018年

1月 
 
 

6月 
 
 

9月 
 

10月

・コインチェックが不正アクセスを 
　受けて仮想通貨流出 
 
・大阪北部地震（最大震度6弱） 
・MicrosoftがGitHubを買収 
 
・安室奈美恵 芸能界引退 
 
・本庶佑さん 
　ノーベル生理学・医学賞受賞 
・IBMがレッドハットを買収 

2019年

4月 
 
 

5月 
 

9月 
 

10月 

・GoogleとOSSベンダ7社がデータ 
　管理・分析分野での戦略的提携 
 
・令和へ改元 
 
・日本でラグビーワールドカップ開催 
 
・吉野彰さん ノーベル化学賞受賞 

OSS掲載数：314(+24) 

OSS掲載数：360(+46) 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４.(12) OSS鳥観図 2018年版 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４.(13) OSS鳥観図 2018年度版　～主な変更点～ 

①
③

③
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②

● Web/APサーバー・データベース  
からデータベースのカテゴリを独立  

 

● ドキュメント指向、グラフ型、  
インメモリDBのサブカテゴリを新設  

①データベースカテゴリの独立
②ビッグデータカテゴリ 
　の更新 

● サブカテゴリ名を変更 
• 分散処理基盤 

→分散処理(ビッグデータ)

• 分散ストレージ→データ蓄積  

• データストア 
→インメモリDB/分散KVS

• CEP→CEP/複合イベント処理

● OSSの追加・削除 

• 追加：Apache Giraph, Apache NiFi, 
Apache Oozie, Neo4j, Apache Kudu, 
Apache Pig

• 削除： Mlib, Jubatus, Apache 
SparkStreaming  

③開発支援、運用管理関係の更新 

● OSS追加24件 
• 開発フレームワーク8件、構成管理5件な

ど計24件を追加 

 

● OSS削除8件
• 開発フレームワーク4件、負荷分散2件な

ど計8件を削除 



４.(14) OSS鳥観図 2019年度版 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４.(15) OSS鳥観図 2019年度版　～主な変更点～ 

①

③

②
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● IoT3件、ブロックチェーン3件のOSSを追
加 

①IoT,ブロックチェーン 
　カテゴリの新設 

②ビッグデータ・AIの 
　カテゴリを分離 

● ビッグデータ 
• 5サブカテゴリを追加  

ダッシュボード,検索エンジン,  
SQLクエリエンジンなど  

• BA・BIサブカテゴリを廃止  

 

● AI 

• 機械学習（追加2件)

• デープラーニング・  
フレームワーク 
（追加4件,削除5件)

③セキュリティカテゴリ/ 
　開発支援カテゴリの更新 

● セキュリティ 
• ３サブカテゴリを追加  

パッチコンテンツ管理,  
リバースエンジニアリング,  
ネットワークセキュリティ監視  

• OSSの追加・削除 
（追加9件, 削除5件)

 

● 開発支援
• OSSの追加・削除 

（追加15件,削除8件)

③



４.(16) 2018年～2019年版OSS～変化のポイント ～ 

● 開発支援、運用管理カテゴリ 
関連の見直し、更新が多い。 
• クラウドサービス組合わせる用途 

のOSSも追加
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2018年～2019年の振り返りポイント

• DevOps領域の活発化と、AIのエンタープライズでの採用が増え、これらのＯＳＳを多く追加
• IoT、ブロックチェーンなど先進的領域のOSSが台頭
• ランサムウェアの流行を契機にセキュリティに対するWGの関心増→鳥瞰図への反映

①DevOps 

● 活性度が高く、更新が多い 
•2018年7件,2019年24件追加 

•ビッグデータとAIのカテゴリを分離 

● セキュリティの懸念に伴う重要度が上がる
• セキュリティ関連のカテゴリ細分化とOSS3件追加 

(追加8件、削除5件)

● 新技術の普及に伴いカテゴリ新設　
• IoT:Espruino,KNIME、Node-RED追加

• ブロックチェーン:Bitcoin、Ethereum、Hyperledger fabric追加 

③IoT・ブロックチェーン 

④セキュリティ ②ビッグデータ・AI



４.(17) OSS鳥観図の変遷（2020～2021年） 

2020年版 

2021年版 

世の中の出来事

2020年

2月 
 
 

4月 
 
 

9月 
 

11月

・クルーズ船で新型コロナウイルス 
　の集団感染が発生 
 
・Appleが医療用フェイスシールド 
　の製造法をMITライセンスで公開 
 
・安倍内閣が総辞職/菅内閣誕生 
 
・大阪都構想住民投票(2回目)否決 
・PlayStation5発売 

2021年

1月 
 

3月 
 
 

7月 
 

9月 
 

10月

・ジョー・バイデン大統領就任 
 
・USJ「スーパー・ニンテンドー・ 
　ワールド」がオープン 
 
・東京オリンピック開会 
 
・岸田内閣誕生, デジタル庁発足 
 
・Windows11リリース 
・FacebookがMetaへ社名変更 

OSS掲載数：379(+19) 

OSS掲載数：387(+8) 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４.(18) OSS鳥観図 2020年版 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４.(19) OSS鳥観図 2020年度版　～主な変更点～ 

①

②
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● ２サブカテゴリの追加 
•時系列, マルチモデル  

 

● OSSの更新 
•追加６件 
　Apache CluchDB, InfluxDB, Prometheus,  
　TimescaleDB, etcd, ArangoDB  

•削除２件 
　Redis,Rjak  

①データベースカテゴリの更新 ②OS、仮想化、クラウドカテゴリの更新 

● １サブカテゴリの追加 
• オーケストレーション  

 

● OSSの追加・削除 
• 追加６件 

　Linux Mint, LXD, Mesos, Docker Compose,  
　Docker Swarm, Rancher

• 削除４件 
　Scientific Linux, OpenVZ, Eucalyptus,  
　Rancherapp  



４.(20) OSS鳥観図 2021年度版 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４.(21) OSS鳥観図 2021年度版　～主な変更点～ 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①

②

● OSSの見直し 
•追加８件 
　Apache Hivemall CoreML, Jubatus, WEKA、  
　Deeplearning4j, Keras, Theano, torch7

•削除４件 
　Scikit-learn、Apache PredictionIQ, Neon,  
　PaddlePaddle  

①AIカテゴリの見直し ②OS、仮想化、クラウドカテゴリの更新 

● ２サブカテゴリの追加 
• サービスメッシュ  

• コンテナランタイム  

 

● OSSの見直し 
• 追加16件 

　Flannel, ONOS、OEMU、Istio、Helm, K3s,  
　Microk8s, OpenStack Heat、cri-o, gVisor,  
　podman, rkt, runC、ManageIQ, oVirt、Knative  

• 削除６件 
　CoreOS, Linux Mint、rkt、Docker Swarm、  
　OpenStack Mogan, Vagrant



４.(22) 2020年～2021年版OSS～変化のポイント ～ 

● ビッグデータ活用の進展に伴
うデータベースの拡充 
•２サブカテゴリの新設  

•OSSの追加9件・削除２件  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2020年～2021年の振り返りポイント

• AIの活性化に伴って、対応するデータベースが充実化、多様化
• 仮想化で用いるコンテナのオーケストレーションがさらに成熟
• AIで用いるOSSの集中化に伴う精査

①データベース ③AI②仮想化

新たな  

サブカテゴリ  

・時系列 

・マルチモデル 

● 仮想化の分野が成熟・実用化 
•３サブカテゴリの新設  

•OSSの追加19件・削除10件  

 

新たなサブカテゴリ  
・オーケストレーション 

・サービスメッシュ 

・コンテナランタイム 

● AIで用いるOSSの見直し(4割)

•OSSの追加５件・削除５件  

2021年

2019年

顔ぶれの変化

削除5件

追加5件



４.(23) OSS鳥観図の変遷（2022～2023年） 

2022年版 

2023年版 

世の中の出来事

2022年

2月 
 

6月 
 

7月 
 

8月 
 

10月

・ロシアがウクライナへ全面侵攻 
 
・Internet Explorerサポート終了 
 
・画像生成AI：Midjourny公開 
 
・Stable Diffusion公開 
 
・イーロン・マスク,Twitterを買収 
・スターリンク,日本サービス開始 

2023年 

1月 
 
 

2月 
 
 

5月 
 

11月

・MicrosoftがOpenAIに 
　数十億ドル出資(3回目)
 
・G7広島サミット 
・ゼルダの伝説 ティアキン発売 
 
・新型コロナ”5類”移行 
 
・OpenAI社長解任騒動 

OSS掲載数：417(+30) 

OSS掲載数：435(+18) 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４.(24) OSS鳥観図 2022年版 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４.(25) OSS鳥観図 2022年度版　～主な変更点～ 

①

②
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● サブカテゴリの見直し 
•サブカテゴリの数：10 → 6

 

● OSSの見直し 
•追加13件／削除1件  
 

①セキュリティカテゴリ 
　の見直し

③クラウド

● サブカテゴリ２件追加 
• オンライン会議, マルチメディア  

 

● OSSの見直し 
• 追加14件／削除6件  

②デスクトップ・業務アプリ 
　ケーションカテゴリの見直し

● サブカテゴリの見直し 
• 5サブカテゴリの廃止  

（SaaS, IDaaS, DBaaS, DSaaS,  
　NaaS） 

 
15サブカテゴリ 10サブカテゴリ

③



４.(26) OSS鳥観図 2023年度版 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４.(27) OSS鳥観図 2023年度版　～主な変更点～ 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デスクトップ・業務アプリケーションの見直し

● デスクトップと業務アプリケーションの 
カテゴリを分離 

 

● サブカテゴリの見直し・拡充 
• 2022年：10　→　2023年：18  

　　　　　　　　　　　　　デスクトップ：11  
　　　　　　　　　　　　　業務アプリケーション：7

 

● OSSの見直し 
• 追加17件 

　gnuplot, LaTeX, Fcitx5, FreeWnn, IBus, Mozc,  
　Wayland, Xorg, putty, Teraterm,  
　Apache Guacamole, FreeRDP, RustDesk, Krita、  
　Dolibarr ERP-CRM, OpenFOAM,  
　Talend Open Studio

• 削除４件 
　Avidemux2, KOWAGE, ERPS, NOC



４.(28) 2022年～2023年版OSS～変化のポイント ～ 

● 「OSSセキュリティ技術の会」と協力して 
サブカテゴリを全面的に見直し。 
• IAM (Identity and Access Management：アイアム)  

の重要度向上に伴うサブカテゴリの新設  

• サブカテゴリ数10 ⇒　6に集約  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2022年～2023年の振り返りポイント

• セキュリティの重要度向上に伴い「OSSセキュリティ技術の会」と協力しサブカテゴリ全面見直し 
• コロナ禍でのリモートワーク普及に伴い、デスクトップや業務アプリケーションのOSS見直し 

①セキュリティ ②デスクトップ・業務アプリケーション

１０サブカテゴリ(2021年)   ６サブカテゴリ(2023年)  

● デスクトップと業務アプリケーションの 
カテゴリ分離 

● サブカテゴリとOSSの拡充 
• サブカテゴリ見直し（2021年：8⇒2023年：18）  

• OSS掲載数の大幅拡充（2021年：35⇒2023年：56）  

デスクトップ 
（11サブカテゴリ）

業務アプリケーション  
（7サブカテゴリ）  



４.(29) 盛り上がったOSSカテゴリの変遷まとめ 

2012 • 仮想化・クラウド の詳細化、一般的なOSSを多数追加

2014 • ビッグデータ を新設、クラウドサービス、開発支援系の見直し

2015 • ビッグデータに機械学習・ディープラーニング のサブカテゴリを追加

2017 • DevOps系 の大幅な見直し、DB領域を細分化

2018 • IoT、ブロックチェーン のカテゴリ追加、セキュリティ の更新

2019 • DevOps のサブカテゴリ詳細化、仮想化にオーケストレーションを新設

2020 • データベース・AI 領域の見直し、仮想化カテゴリの細分化サービスメッシュを新設

2021 • セキュリティ 領域サブカテゴリを大幅見直し、デスクトップ・クラウド 領域のサブカテゴリ見直し

2022 • デスクトップと業務アプリケーション のカテゴリを分離、サブカテゴリを見直し

初版 
(2012年) 

2014年度

2015年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年
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４.(30) 鳥瞰図「OSS数」「カテゴリ数」の推移 

まとめ

• クラウド,ビッグデータ,仮想化,AI,IoT,ブロックチェーン,⋯など先端技術はOSSとして発信 されている。 

• 年々OSSの数が増えてきている とともにカテゴリも細分化 されている。 
⇒多岐にわたってより多くのOSSが存在する状況がこれからも続くと考えられ、採用するOSSの選択肢が 
　 増えてきている。(→ OSSの選定が難しくなっている)

• 後発のキャッチアップは難しいので、定期的なインプットをしていこう。

50
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５． OSSの探し方、調べ方 

利用するOSSを探したり、OSSに関する情報を入手する際に、参考となる情報源(サイト)を紹介しま
す。 
これらのサイトのうちのいくつかは『OSS鳥瞰図』に掲載するOSSを選定する際の参考にしていま
す。



□ 判断材料 

• Github「star」数、「Fork」数 

• OpenHub「I Use This!」数、「Activity」 

• Qita 記事投稿数 
絶対的な基準ではなく、これらの情報源から総合的に掲載可否を判断すること。 
カテゴリ毎に件数は傾斜があるので、横断的な件数のしきい値は設けない。 

 

□ その他判断基準となりえそうなもの  

• Googleトレンド 

• EoLを迎えていないか、直近2年のリリースがされているか 

• セキュリティ友の会、旧ビッグデータ部会など各有識者による意見 
 

□ その他掲載に関する細かいルール  

• カテゴリは1OSSに対して1つ。多い場合でも2カテゴリまでとする。 

• カテゴリが絞りきれないものは代表的なカテゴリにのみ掲載する。 

５.(１) 掲載するOSSのポリシー 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５.(２) Github  

□ 概要 
■ 各種OSSのリポジトリ 

■ URL: https://github.com/  Star数、Fork数

Copyright 2024 Japan OSS Promotion Forum 53



□ 概要 
■ 各種OSSの検索サイト 

■ URL: https://www.openhub.net/ 

５.(３) Black Duck OpenHUB 

54

Project Activity Icons

（OSSの活性度）  

I Use This !
OpenHUBに登録ユーザのう
ち、該当のOSSを使ってい
るユーザの数 

 

 

 

 

「I Use This」ボタンを押し
てカウント各種OSS情報 

・概要 
・関連技術(タグ)
・情報サイト(URL)
・ライセンス 
・類似OSS
など 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５.(４) AlternativeTo 

□ 概要 
■ 指定したOSSと類似するOSSを提示 

■ URL: https://alternativeto.net/ 

  OSSを指定 
例) Apache HTTP Server 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Apacheに類似する
OSS(WEBサーバ)の

一覧表示



５.(５) Googleトレンド 

すべての国

例)運用監視ツール  
・Zabbix(赤)  
・Hinemos(黄)  
・JP１(青)
 
※世界や国内という  
　絞込みも可能日本国内

□ 概要 
■ 世界中の検索トレンドをチェック 

■ URL　 https://www.google.co.jp/trends 

 

■ 複数の検索(OSS)を比較⇒時系列での注目度の遷移 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https://www.google.co.jp/trends


５.(６) CNCF Cloud Native Interactive Landscape 

□ 概要 
■ クラウドネイティブで推奨されるツール一覧 

● CNCF (Cloud Native Computing Foundation) により提供されている  

● OSSに限らず、商用プロダクトも含まれる  

■ URL　 https://landscape.cncf.io/ 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6． 今後の取組み 

OSS鳥瞰図の今後の取組みを紹介します。



６. OSS鳥瞰図の今後の取組み 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組込みソフトウェア向け  
鳥瞰図の作成  
 with 組込みシステム技術協会  

OSS鳥瞰図の継続的な更新

派生版OSS鳥瞰図の作成
（Web技術での動的な鳥瞰図の作成）  

イベントでの  
プロモーション   派生版OSS鳥瞰図検討

更
新

2023年版

2024年版



最後に 

安心・安全・安定なOSSの選択だけでなく、先端的なIT技術や世の中
の潮流をつかむためにも『OSS鳥瞰図』を活用ください。  

 
活動にご興味がある方、ぜひご連絡ください！  

この資料について：yutaro@memstudo.com
鳥瞰図ワーキンググループWebサイト： https://ossforum.jp/index.php/choukanzu-wg/  
 

OSS鳥瞰図へのご意見を募集しています！  
　 https://github.com/ossforumjp/oss-choukanzu   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